
容量の大きなプログラムを動かしたい

メモリ運転出来ない容量の大きなプログラムを動かす方法は２つあります。

１．拡張メモリ運転（通常のメモリ運転のままテープ運転するイメージ）

２．テープ運転（外部からプログラムを入力しながら運転）

※メモリ運転とテープ運転は選択式です。

選択はユーザパラメータ／スイッチ１００３ メモリ運転選択で行います。

拡張メモリ運転
メモリ運転でプログラムを選択したときＮＣがプログラムサイズを判断してメモリ運転から

拡張メモリ運転に変えます。

プログラムは本機の残メモリ容量を超えなければ入力できます。

メモリ運転はプログラムサイズが２Mを

超えると拡張メモリ運転になります。

プログラムサイズはパラメータ変更で

８Mも選択出来ます。

容量が設定値より大きなプログラムを

メモリ運転すると、拡張メモリ運転に

変わります。

この位置に拡張メモリ運転と表示します。

プログラム編集キー→プログラム編集

メモリの残容量はここに表示しています

通常のメモリ運転同様に、プログラムをカーソルで選択、またはプログラム番号を入力

して起動スイッチで運転を開始します。

そのさい画面上部にメモリ運転ではなく拡張メモリ運転と表示します。
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テープ運転
本機へプログラムを入力せず外部装置（一般通信装置、ＵＳＢ）からプログラムを入力し

ながら動かします。 使用する外部装置に合わせた接続先の設定が必要です。

接続先の設定
一般通信装置でのテープ運転は接続先を一般通信装置に設定します。

ＵＳＢメモリでのテープ運転は接続先をメモリカードに設定します。

ユーザパラメータ／スイッチ１００３メモリ運転選択を１：テープ運転に設定します。

ユーザパラメータ／スイッチ１００３メモリ運転選択を

１：テープ運転に設定します。

テープ運転へ切りかえ後メモリ運転モードに切りかえるとＵＳＢ内容が表示されます。

起動するプログラムを選択またはプログラム番号を入力設定キーを押し起動スイッチ

でスタートします。

接続先の設定手順（ＵＳＢ）

テープ運転への切り換え手順

テープ運転開始手順

プログラム編集→外部入出力→≫キー→

Ｆ２キーで接続先切り換えが表示されます。

数字キーの入力で選択ＥＯＢキーで変更が

完了します。

ＵＳＢは２を入力します。
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